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1. 背景	
現在，Amazon などの EC サイトにおけるネット

ショッピングが一般化しており，多くの EC サイ

トでは商品推薦システムが導入されている[1]．

これまで，それらのシステムの推薦精度を向上

させるために，商品閲覧履歴に基づいた，商品

選択条件の抽出法[2]などが提案されているが，

多くの場合，実際に購入に至った事例における

閲覧履歴を対象としている．これに対して本研

究では，ユーザが商品購入を断念した事例に着

目する．一定時間検討した結果，購入を断念し

た商品には，購入を見送らせた要因があり，そ

れはユーザにとって譲れないこだわり，すなわ

ちユーザの嗜好に結びつくと考えられる．この

ような考えの下，本研究では，商品購入時に比

較検討した複数商品の閲覧時間と閲覧頻度に基

づいて購入断念要因となる商品仕様を推定する

方法を提案する．	

	

2.	閲覧履歴に基づく購入断念の要因推定	
本研究では，ユーザが長時間閲覧した商品ほ

ど興味度が高い[3]という仮定の下，各商品属性

の属性値に対するユーザの興味度を推定する．

ここで商品属性とは，価格や容量などの商品仕

様を指す．商品ごとの閲覧時間は，商品詳細ペ

ージの閲覧開始時間と，そこからサイト内の別

のページに移動した時間との差分とする．同一

の商品を複数回閲覧した場合，閲覧時間はその

合計とする．このとき，閲覧時間に基づいて商

品を 2 つのグループに分類する．具体的には，

閲覧時間の長さ上位半分を長時間閲覧グループ，

下位半分を短時間閲覧グループとする．		

直観的には，連続した商品閲覧において，閲

覧時間の長い商品の多くに共有される属性値ほ

ど，ユーザの興味度は大きいと考えられる．こ

の考えに基づき，商品属性𝐴における特定の商品
属性値𝑎に対するユーザ𝑢の興味度𝑆 𝑎, 𝑢 を以下
のように定式化する．	

																											𝑆 𝑎, 𝑢 =
𝑁)*+,(𝑎, 𝑢)
𝑁)*+,(𝑢)

																									(1)	

ここで，𝑁)*+,(𝑢)はユーザ𝑢の長時間閲覧グルー
プにおける商品数，𝑁)*+,(𝑎, 𝑢)はその中で商品属
性値𝑎をもつ商品の数である．商品属性値𝑎の閲
覧商品数が多いほど𝑆 𝑎, 𝑢 の値が大きくなり，興
味度が大きいと推定する．		

	 一方，閲覧した商品間で異なる商品属性値を

持つ場合を考える．商品属性によっては，閲覧

した商品属性値が多岐にわたるものがある．そ

こで，特定の商品属性値をもつ商品を高頻度で

閲覧しているか否かを推定するためのスコアで

ある変動係数𝐶𝑉 𝐴, 𝑢 を式(2)によって算出する．	
																														𝐶𝑉 𝐴, 𝑢 =

𝜎3
𝑆(𝐴, 𝑢)

																										(2)	

ここで，𝑆(𝐴, 𝑢)は，商品属性𝐴の各商品属性値に
対するユーザ𝑢の興味度の平均であり，式(3)で
求められる．	

																𝑆(𝐴, 𝑢) =
1
𝑉3

𝑆 𝑎, 𝑢 =
5∈78

1
𝑉3

														(3)	

また，	𝜎3は商品属性𝐴の各属性値に対するユーザ
𝑢の興味度の標準偏差であり，式(4)で求められ
る．	

														𝜎3 =
1
𝑉3

{𝑆(𝐴, 𝑢) − 𝑆 𝑎, 𝑢 }=
5∈78

								(4)	

ここで，𝑉3は商品属性𝐴に対する属性値集合を示
す．式（2）で求められる値が大きいほど，特定

の商品属性値を高頻度で閲覧しており，興味の

ある商品属性値がはっきりしていると判断する．		

商品属性の例として，テレビのインチ数を考

える．あるユーザに対する長時間閲覧グループ

のうち，インチ数が 24，32，42 である商品数が

それぞれ 8，3，1 であった場合，各属性値の興

味度𝑆 𝑎, 𝑢 と，この商品属性の変動係数𝐶𝑉 𝐴, 𝑢
の算出結果は表 1 に示すような値となる．表 1
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からわかるように，24 インチの興味度が 0.67 と

いう最大値をとることから，このユーザ𝑢は特に
24 インチの商品に興味を示しているといえる．

また，𝐶𝑉 𝐴, 𝑢 が 0.74 と高い値を示しているこ

とから，24 インチの商品に興味が集中している

と仮定できる．一方，仮に，すべての商品属性

値の出現回数が等しい場合，𝐶𝑉 𝐴, 𝑢 は最小の 0

となる．変動係数の値が高くなるような，ユー

ザの興味が特に集中している商品属性は，商品

購入などの成功事例からも推定できる要因であ

る．このような顕在的なこだわりに対して，変

動係数が低い商品属性にも，ユーザがこだわる

属性値が存在し得る．具体的には，ユーザがあ

る商品属性の特定の値に興味をもっていたとし

ても，その値が他の要求仕様と同時に満たされ

ない場合，その商品属性に対するどの属性値の

閲覧頻度も，突出して高くならない場合がある．

ここでは，そのような潜在的なこだわりが存在

すると仮定し，それを購入断念の要因として，

変動係数の値を基に推定を試みる．実際の推定

では，変動係数が閾値以下のときに，その商品

属性を断念要因であると推定する．	

	

3.	評価実験	

3.1.	実験設定	
本実験では，楽天商品検索 API1が提供する商

品データを利用して架空 EC サイトを構築し，	

24 歳から 28 歳の被験者 11 名による閲覧履歴を

収集した．使用した商品ジャンルと商品属性を

表 2 に示す．各被験者には表 2 中の 5 つの商品

ジャンルから 2 つを選択してもらい，商品ジャ

ンルごとに自由に商品を閲覧してもらった．な

お，変動係数の閾値は，予備実験の結果に基づ

いて 0.5 に設定した．また，購入の意思がない，

閲覧商品数が 2 以下，断念せずに購入に至った

ような履歴は，推定の対象外とした．	

3.2.	実験結果と考察	
提案手法に基づく分析を，被験者ごとに行っ

た結果，3 名の被験者に対して合計 10 個の商品

属性を断念要因と推定した．これらの被験者が

																													
1	http://webservice.rakuten.co.jp/	

実験後のアンケートで購入断念要因として回答

した商品属性は合計 4 個あり，それらはすべて

この推定結果に含まれていた．	

得られた結果から，提案手法で推定した断念

要因には，潜在的なこだわりがある商品属性が

含まれることが明らかになった．しかし，変動

係数が低い商品属性には，単にこだわりのない

属性と，潜在的なこだわりとなる属性の 2 つが

混在しており，その区別ができないため，誤っ

て推定した属性があったと考えられる．	

	

4.	結論	
本研究では，購入に踏み切れなかった要因が

ユーザの嗜好に結びつくという考えの下，商品

購入を見送ったユーザの閲覧履歴から購入断念

要因を推定した．実験結果から，被験者が回答

した購入断念要因はすべて同定できているもの

の，その他の商品属性を誤って要因として推定

する可能性が高いことがわかった．	

	 今後，変動係数が 0.5 以下の商品属性の中か

ら，他の商品属性との組み合わせなどを考慮し

て，真にこだわりのあるものを絞り込む方法を

検討する必要がある．	
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表 2:	商品ジャンルと商品属性の一覧	
商品ジャンル	 商品属性	

液晶テレビ	 価格，質量，チューナー数，	

インチ数，解像度，HDMI 端子数	

デスクトップ PC	 価格，インチ数，解像度，	

容量，メモリ，CPU 種類	

ノート PC	 価格，インチ数，解像度，	

容量，メモリ，CPU 種類，質量	

コンパクト	

デジカメ	
価格，質量，F 値，	

画素数，大きさ	
デジタル一眼レフ	

	

表 1:	テレビのインチ数における	

興味度のスコアと変動係数の例	

インチ数	

（インチ）	

商品数	

（点）	

𝑆(𝑎, 𝑢)	 𝐶𝑉(𝐴, 𝑢)	

24	 8	 0.67	

0.74	32	 3	 0.25	

42	 1	 0.08	
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